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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　垂木と、移動桁と、移動桁の端部に取付けた端部キャップと、垂木固定金具とを備え、
移動桁は、前後方向に移動可能なものであり、前壁と後壁と底壁とからなる本体部と、本
体部の上方に位置し垂木を受ける円弧状部とが一体に設けてあり、円弧状部の一箇所に固
定具保持溝が設けてあり、円弧状部の直径が本体部の前後寸法より小さく、円弧状部は移
動桁の前後方向の略中心に設けてあり、垂木固定金具は、垂木係合部と、円弧状部に当接
する当接部を有し、当接部には前後方向の長孔が設けてあり、長孔の前後方向の寸法は、
円弧状部の直径が本体部の前後寸法と同じに設定してある場合の長孔の前後方向の寸法よ
り小さいものであり、長孔に挿入した固定具で移動桁の固定具保持溝に固定してあること
を特徴とする簡易構造物。
【請求項２】
　垂木と、移動桁と、移動桁の端部に取付けた端部キャップとを備え、移動桁は、前後方
向に移動可能なものであり、前壁と後壁と底壁とからなる本体部と、本体部の上方に位置
し垂木を受ける円弧状部とが一体に設けてあり、円弧状部の直径が本体部の前後寸法より
小さく、端部キャップは、円弧状部よりも外周に張り出すフィンを有し、フィンが移動桁
の本体部よりも上方と垂木の側面を覆っていることを特徴とする簡易構造物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、テラス等の簡易構造物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　テラス等の簡易構造物においては、障害物を避けるために柱及び桁を前後方向に移動で
きるようにしたものがある。垂木が湾曲したＲ型の屋根の場合、桁を前後方向に移動させ
ると、桁の前後位置に応じて垂木の傾斜角度が異なる。これに対応するため従来は、例え
ば特許文献１に記載されているように、略円筒状の桁を柱上に回動可能に支持し、垂木の
傾斜に応じて桁を回動させるものがあった。このような桁は、構造が複雑で施工性が悪く
、コストも高くなっていた。
　上記以外の構造としては、例えば非特許文献１に記載されているように、桁の上部に円
弧状部を一体に形成し、円弧状部に形成した溝にボルトの頭部を挿入し、垂木に係合させ
た金具の長孔に前記ボルトを挿入しナット掛けすることで、垂木を桁に固定するものがあ
った。この桁は、円弧状部にボルトの頭部を挿入する溝が２本設けてあり、桁の前後位置
に応じてどちらの溝を使用するか選択しなければならず、煩わしかった。
　また、左右両端の垂木（妻垂木）の取付けを行う際、垂木が桁上から落下するおそれが
あった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１０－１４０７２８号公報
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】三協立山株式会社 三協アルミ社発行の施工要領書「メニーウェル　６
００タイプ・出幅移動納まり　施工要領書」、２０１５年１月、ｐ．２６－３０
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は以上に述べた実情に鑑み、施工性を向上した簡易構造物の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の課題を達成するために請求項１記載の発明による簡易構造物は、垂木と、移動桁
と、移動桁の端部に取付けた端部キャップと、垂木固定金具とを備え、移動桁は、前後方
向に移動可能なものであり、前壁と後壁と底壁とからなる本体部と、本体部の上方に位置
し垂木を受ける円弧状部とが一体に設けてあり、円弧状部の一箇所に固定具保持溝が設け
てあり、円弧状部の直径が本体部の前後寸法より小さく、円弧状部は移動桁の前後方向の
略中心に設けてあり、垂木固定金具は、垂木係合部と、円弧状部に当接する当接部を有し
、当接部には前後方向の長孔が設けてあり、長孔の前後方向の寸法は、円弧状部の直径が
本体部の前後寸法と同じに設定してある場合の長孔の前後方向の寸法より小さいものであ
り、長孔に挿入した固定具で移動桁の固定具保持溝に固定してあることを特徴とする。
【０００７】
　請求項２記載の発明による簡易構造物は、垂木と、移動桁と、移動桁の端部に取付けた
端部キャップとを備え、移動桁は、前後方向に移動可能なものであり、前壁と後壁と底壁
とからなる本体部と、本体部の上方に位置し垂木を受ける円弧状部とが一体に設けてあり
、円弧状部の直径が本体部の前後寸法より小さく、端部キャップは、円弧状部よりも外周
に張り出すフィンを有し、フィンが移動桁の本体部よりも上方と垂木の側面を覆っている
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　請求項１記載の発明による簡易建物は、移動桁が前壁と後壁と底壁とからなる本体部と
、本体部の上方に位置し垂木を受ける円弧状部とが一体に設けてあり、円弧状部の一箇所
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に固定具保持溝が設けてあり、垂木固定金具の垂木係合部を垂木に係合すると共に当接部
を移動桁の円弧状部に当接し、当接部に形成した前後方向の長孔に挿入した固定具で移動
桁の固定具保持溝に固定したので、従来のように桁を回動させる必要がなく、桁の前後位
置によって溝を選択する必要もないため、施工性が向上する。また、移動桁の円弧状部の
直径を本体部の前後寸法よりも小さくしたことで、固定具保持溝が一箇所しかないにもか
かわらず、垂木固定金具の前後方向の長孔の長さを短くすることができ、これにより垂木
の固定強度が高められる。
【０００９】
　請求項２記載の発明による簡易建物は、移動桁が前壁と後壁と底壁とからなる本体部と
、本体部の上方に位置し垂木を受ける円弧状部とが一体に設けてあるので、移動桁の設置
が容易であり、また、移動桁の端部キャップに円弧状部よりも外周に張り出すフィンを有
することで、垂木を移動桁上に載置・固定する際に、垂木が移動桁上から落下するのを防
止できるので、施工性が向上する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図５のＡ－Ａ断面図である。
【図２】図５のＢ－Ｂ断面図である。
【図３】前枠と妻垂木の連結部を拡大して示す縦断面図である。
【図４】前枠と中間の垂木の連結部を拡大して示す縦断面図である。
【図５】本発明の簡易構造物の一実施形態を示す平面図である。
【図６】同簡易構造物の側面図である。
【図７】同簡易構造物の正面図である。
【図８】（ａ）は妻垂木の前端部の側面図、（ｂ）はＣ－Ｃ断面図である。
【図９】前枠を取付けるときの状態を示す斜視図である。
【図１０】前枠の取付手順を示す縦断面図である。
【図１１】（ａ）は垂木固定金具の平面図、（ｂ）は同正面図、（ｃ）は同側面図である
。
【図１２】（ａ）は移動桁の固定具保持溝に裏板を配置した状態を示す平面図、（ｂ）は
Ｄ－Ｄ断面図である。
【図１３】（ａ）は本実施形態の簡易構造物において、移動桁上に様々な傾斜角度で垂木
を配置して固定した状態を示す縦断面図であり、（ｂ）は比較例であって、移動桁の円弧
状部の直径が移動桁本体部の前後寸法と同じ場合を示す。
【図１４】中間の垂木の取付け方を示す平面図である。
【図１５】本発明の簡易構造物の他の実施形態を示す側面図である。
【図１６】図１５に示す簡易構造物における前枠の取付手順を示す縦断面図である。
【図１７】本発明の簡易構造物の変形例を示す正面図である。
【図１８】（ａ）は図１７に示す簡易構造物における前枠と連結垂木の連結部を示す縦断
面図であり、（ｂ）はＥ－Ｅ断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。図１～７は、本発明に係る簡易
構造物の一実施形態を示している。本簡易構造物は、住宅の庭などに建物の外壁２３にく
っつけて設置されるテラスに適用したものである。本簡易構造物は、図５～７に示すよう
に、左右方向に間隔をおいて立設した複数の支柱２４，２４と、支柱２４，２４上に架設
した移動桁９と、支柱２４，２４及び移動桁９で支持される屋根２５を備えている。屋根
２５は、建物の外壁２３に水平に取付けた垂木掛け２６と、垂木掛け２６に後端部を引っ
掛け、前部を移動桁で支持した複数の垂木１ａ，１ｂ，…と、垂木１ａ，１ｂ，…の前端
部に架設した前枠２と、各垂木１ａ，１ｂ，…間に取付けた屋根パネル２７と、垂木１ａ
，１ｂ，…間に取付けられ屋根パネル２７を受ける中骨２８と備えている。垂木１ａ，１
ｂ，…は、図６に示すように、前側が下向きに湾曲しており、移動桁９及び支柱２４，２
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４は、垂木１ａ，１ｂ，…の湾曲する範囲の前後にわたって設置位置を前後方向に調整す
ることができる。
【００１２】
　屋根２５の左右両端に位置する垂木（妻垂木１ａ）は、図２，３に示すように、アルミ
ニウム合金の中空押出形材よりなり、内側の側面に凹部２９が長手方向に沿って形成して
あり、凹部２９の下部には上向きの突条３０が形成してある。妻垂木１ａの上面には、屋
根パネル２７を上から押えるパネル押え３１がビス３２で取付けてある。妻垂木１ａの前
端部には、図３，８に示すように、前枠引っ掛け金具３が取付けてある。前枠引っ掛け金
具３は、アルミニウム合金の押出形材を所定の長さで切断して形成したものであり、妻垂
木１ａよりも前方に突出し上向きに略Ｌ形に曲がった形に形成された係止部５と、平坦な
底壁３３と、底壁３３上に設けたタッピングホール３４とを有しており、妻垂木１ａの中
空部内に挿入して内側の側壁に沿わせ、底壁３３を妻垂木１ａの凹部２９上に形成された
段部３５に載置し、側方からネジ３６をタッピングホール３４に螺入して取付けてある。
底壁３３を妻垂木１ａ内の段部３５に載置していることで、１本のネジ３６だけで前枠引
っ掛け金具３を回転しないように固定できる。また、妻垂木１ａの前端部の左右側壁には
、前枠２の水返し片８を逃がすための逃がし溝４が形成してある。逃がし溝４は、前側が
開放した略四角形の単純な形となっており、前枠引っ掛け金具３は逃がし溝４内に設けら
れて、係止部５が逃がし溝４から前方に突出している。
【００１３】
　前枠２は、図３に示すように、前側に設けた雨樋３７と、雨樋３７の後方に設けた中空
部３８と、中空部３８の上壁の前部に突設され屋根パネル２７の前端部を上から押えるパ
ネル押え片３９と、中空部３８の底壁より後方に突出し、妻垂木１ａの下面に当接してネ
ジ４０で固定される固定片６と、固定片６の上方に位置し、上壁４１の下面に前向きに傾
斜して突設された被係止部７と、上壁４１の上面に突設され屋根パネル２７を下から支え
るパネル支え片６２と、被係止部７よりも後方で上向きに突設した水返し片８とを有して
いる。固定片６の前側には上向きの突起４２が形成してあり、該突起４２に妻垂木１ａの
先端が当接している。パネル押え片３９には、屋根パネル２７の前縁に相当する位置に目
印となるくぼみ４３が形成してある。
【００１４】
　前枠２は、図９に示すように、左右の妻垂木１ａ，１ａを取付けた後に、左右の妻垂木
１ａ，１ａの前端部に連結して取付けられる。前枠２の取付手順を図１０に即して説明す
ると、妻垂木１ａ，１ａには工場から出荷する時点で前枠引っ掛け金具３が予め取付けて
あり、図１０（ａ）に示すように、前枠２の水返し片８を妻垂木１ａの逃がし溝４に挿入
しつつ、前枠２の被係止部７を前枠引っ掛け金具３の係止部５に上から係止させる。この
とき前枠２のパネル支え片６２が妻垂木１ａと干渉しないように、パネル支え片６２には
妻垂木１ａを挿入可能な切欠きが設けてある。その後、図１０（ｂ）に示すように、前枠
２を被係止部７を支点に下向きに回動させる。このとき前枠２は、自重により自然に回動
する。前枠２をこのように回動させると、図１０（ｃ）に示すように、前枠２の固定片６
が妻垂木１ａの下面に当接し、前枠２から手を離しても前枠２は一定の姿勢に保持される
。このように前枠２を仮置きした状態で、前枠２の固定片６を妻垂木１ａの下面にネジ４
０で固定する。
【００１５】
　中間の垂木１ｂは、図２に示すように、左右両側の側面に凹部２９が長手方向に沿って
形成してあり、凹部２９の下部には上向きの突条３０が形成してある。中間の垂木１ｂは
、図４に示すように、前端部の左右側壁に前側が開放した逃がし溝４４が形成してある。
逃がし溝４４は、上縁の前側に下向きに突出した係止部４５を有し、該係止部４５に前枠
２の水返し片８を係止し、前枠２の固定片６を中間の垂木１ｂの下面にネジ４０で固定す
ることで、中間の垂木１ｂの前端部を前枠２に固定している。中間の垂木１ｂは、左右の
妻垂木１ａ，１ａを取付けた後、図１４に示すように、後端部を垂木掛け２６に掛け、後
端部を支点に水平面内で回動させるようにして、前端部の逃がし溝４４の係止部４５を前
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枠２の水返し片８に係止し、その上で前枠２の固定片６を中間の垂木１ｂの下面にネジ４
０で固定して取付ける。
【００１６】
　移動桁９は、図３，４に示すように、前壁１２と後壁１３と底壁１４とからなる本体部
１５と、本体部１５の上方に位置し垂木１ａ，１ｂ，…を受ける円弧状部１６とが一体に
設けてある。円弧状部１６は、直径を本体部１５の前後寸法の約２／３まで小さくしてあ
り、円弧状部１６と本体部１５との間にハの字形に傾斜した傾斜面４６，４６が形成して
ある。円弧状部１６は、移動桁９の前後方向の略中心に設けてある。円弧状部１６の一箇
所には、後述する垂木固定金具１１，４７を取付けるための裏板４８ａ，４８ｂ，…が挿
入される固定具保持溝１７が長手方向に沿って設けてある。固定具保持溝１７は、図１３
に示すように、３°から５０°までの垂木１ａ，１ｂ，…の傾斜角度に対応するため、そ
の傾斜角度の略中心、具体的には鉛直方向から前側に２６．５°傾いた位置に設けてある
。また固定具保持溝１７は、図３，４に示すように、溝入口側に対向して突出する一対の
突片４９，４９を有し、一対の突片４９，４９上に逆ハの字形の傾斜面５０，５０が形成
してある。
【００１７】
　移動桁９の固定具保持溝１７には、左右の妻垂木１ａ，１ａ用に２つ、中間の垂木１ｂ
，１ｂ，１ｂ用に３つの計５つの裏板４８ａ，４８ｂ，…が挿入される。これらの裏板４
８ａ，４８ｂ，…は、図１２（ａ）に示すように、工場から出荷する時点で固定具保持溝
１７に挿入され、妻垂木１ａ用の裏板４８ａは、図１２（ｂ）に示すように、固定具保持
溝１７から挿入し裏板４８ａに螺入した皿ビス５１により、所定の位置に動かないように
固定してある。固定具保持溝１７の入口側に逆ハの字形の傾斜面５０，５０が形成してあ
ることで、皿ビス５１の頭５１ａが当該傾斜面５０，５０間に収まり、円弧状部１６上に
皿ビス５１の頭５１ａが突出しない。そのため、円弧状部１６で妻垂木１ａを受けるにあ
たって皿ビス５１の頭５１ａが邪魔になることがなく、円弧状部１６の全体を利用できる
。中間の垂木１ｂ用の裏板４８ｂは、一方の端部側に寄せた上で固定具保持溝１７にゴム
やナイロン等（図示省略）を詰めて動かないようにしておき、現場に搬入したらその詰め
物を取って所定の位置にスライドする。なお、中間の垂木１ｂ用の裏板４８ｂも、皿ビス
５１を用いて予め所定の位置に固定しておくこともできる。
　本簡易構造物は、上述のように固定具保持溝１７に裏板４８ａ，４８ｂ，…を予め挿入
してあり、しかも両端の裏板４８ａ，４８ａは所定の位置に固定されているため、現場で
の作業を軽減できる。
【００１８】
　中間の垂木１ｂは、図２，４に示すように、移動桁９の円弧状部１６上に載置した上で
垂木固定金具１１により固定される。垂木固定金具１１は、垂木１ｂの凹部２９に挿入し
て突条３０に係合する鉤型の垂木係合部１８と、移動桁９の円弧状部１６に当接する当接
部１９を有し、当接部１９には図１１に示すように、前後方向の長孔２０が設けてある。
垂木固定金具１１は、前後方向に対称で、左右勝手のない部品となっており、垂木１ｂの
両側に同じ垂木固定金具１１を前後の向きを気にすることなく用いることができる。中間
の垂木１ｂは、垂木固定金具１１の垂木係合部１８を垂木１ｂ側面の凹部２９に係合し、
当接部１９を移動桁９の円弧状部１６に当接し、当接部１９の長孔２０に挿入したボルト
２１を裏板４８ｂに螺入して締め付けることで、様々な傾斜角度で移動桁９に固定するこ
とができる。
【００１９】
　図１３（ａ）は、本簡易構造物において、垂木１ｂの傾斜角度を５０°から３°まで変
化させた場合の、垂木固定金具１１の垂木係合部１８の中心からのボルト２１の偏心量を
示しており、図１３（ｂ）は、比較のために円弧状部１６の直径が移動桁本体部１５の前
後寸法と同じ場合に、同じように垂木１ｂの傾斜角度を５０°から３°まで変化させた場
合の、垂木固定金具１１の垂木係合部１８の中心からのボルト２１の偏心量を示している
。垂木固定金具１１の垂木係合部１８の中心からのボルト２１の偏心量が小さいほど垂木
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１ｂの固定強度が大きくなるが、同図より明らかなように、円弧状部１６の直径を移動桁
本体部１５の前後寸法よりも小さくした場合（図１３（ａ））には、円弧状部１６の直径
が移動桁本体部１５の前後寸法と同じ場合（図１３（ｂ））と比べ、垂木固定金具１１の
垂木係合部１８の中心からのボルト２１の偏心量が、垂木１ｂの傾斜角度が何れの場合も
３割以上小さくなっている。これにより、垂木１ｂの固定強度が大きくなり、また、垂木
固定金具１１の当接部１９に形成される前後方向の長孔２０を短くすることができる。
　従来は、長孔の長さを短くするために、円弧状部に固定具保持溝を二箇所設け、垂木の
傾斜角度が急なときと緩いときとで固定具保持溝を使いわけていたが（非特許文献１参照
）、本実施形態の簡易構造物では、円弧状部１６の直径を移動桁本体部１５の前後寸法よ
り小さくしたことで、固定具保持溝１７が一箇所であっても長孔２０の長さを短くでき、
十分な垂木１ｂの固定強度を確保することができる。すなわち、円弧状部１６の直径を移
動桁本体部１５の前後寸法より小さくすることで、固定具保持溝１７を一箇所にすること
が可能となり、垂木１ｂを移動桁９に固定する作業が容易となる。
【００２０】
　妻垂木１ａも、中間の垂木１ｂと同様に、妻垂木固定金具４７を用いて移動桁９の円弧
状部１６に固定される（図２，３参照）。妻垂木固定金具４７は、妻垂木１ａ側面の凹部
２９に係合する垂木係合部１８と、移動桁９の円弧状部１６に当接する当接部１９に加え
、妻垂木１ａの側面に当接する垂木当接部５２を有しており、垂木当接部５２を妻垂木１
ａの側面に当接してネジ５３で固定してある。これにより、妻垂木１ａの移動桁９への固
定強度を一層高めている。
【００２１】
　移動桁９の左右両端部には、図２，３に示すように、樹脂製の端部キャップ１０が取付
けてあり、移動桁９の小口を端部キャップ１０で覆ってある。端部キャップ１０は、移動
桁９の円弧状部１６とほぼ同じ直径の円弧状部５４を有すると共に、当該円弧状部５４の
外側に移動桁９の円弧状部１６よりも外周に張り出すフィン２２を有している。
　妻垂木１ａは、図２に示すように、移動桁９の円弧状部１６と端部キャップ１０の円弧
状部５４上にまたがって載置され、その外側に端部キャップ１０のフィン２２が円弧状部
５４の周囲に張り出している。したがって、妻垂木１ａの取付け時に妻垂木１ａを移動桁
９上に載せた際、フィン２２によって妻垂木１ａが移動桁９上から落下するのを防ぐこと
ができ、妻垂木１ａを妻垂木固定金具４７を用いて移動桁９の円弧状部１６に固定するの
を容易に行うことができる。
【００２２】
　図３に示すように、移動桁９の底壁には裏板保持溝５５が長手方向に沿って形成してあ
り、裏板保持溝５５に挿入した裏板５６にボルト５７を螺入して柱取付け金具５８を取付
け、柱取付け金具５８に支柱２４の上端部をネジ５９で固定して、移動桁９と支柱２４を
連結してある。裏板保持溝５５の周囲の壁は、前側の部分の壁６０ａの肉厚を、後側の部
分の壁６０ｂの肉厚よりも厚くしてある。
　屋根２５に吹き上げ荷重を受けると、移動桁９は円弧状部１６に形成した固定具保持溝
１７の部分が上方に引っ張られ、固定具保持溝１７は移動桁９の前後方向の中心に対して
前側に偏心しているから、移動桁９には後側に転ぶような荷重が働く。このとき、上述の
ように裏板保持溝５５の前側の部分の壁６０ａの肉厚を、後側の部分の壁６０ｂの肉厚よ
りも厚くしてあることで、裏板保持溝５５の変形が抑えられ、移動桁９と支柱２４との連
結強度を高めることができる。
【００２３】
　次に、本簡易構造物の施工手順を説明する。まず、建物の外壁２３に垂木掛け２６を水
平に取付ける。次に、支柱２４，２４を立設し、支柱２４，２４上に移動桁９を架設し、
移動桁９の両端部に端部キャップ１０を取付ける。
　次に、妻垂木１ａの取付けを行う。妻垂木１ａは、後端部を垂木掛け２６に掛け、前部
を移動桁９の円弧状部１６上に載置し、妻垂木固定金具４７により妻垂木１ａを移動桁９
の円弧状部１６に固定する。このとき、移動桁９の端部キャップ１０に移動桁９の円弧状
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部１６よりも外周に張り出すフィン２２を有しているため、妻垂木１ａが移動桁９上から
落下するのを防止できる。
　次に、左右の妻垂木１ａ，１ａの前端部間に前枠２を架設する。妻垂木１ａの前端部に
は予め前枠引っ掛け金具３が取付けてあって、図１０（ａ）に示すように、前枠２の水返
し片８を妻垂木１ａの逃がし溝４に挿入しつつ、前枠２の被係止部７を前枠引っ掛け金具
３の係止部５に上から係止させ、その後、図１０（ｂ）に示すように、前枠２を被係止部
７を支点に下向きに回動させ、図１０（ｃ）に示すように、前枠２の固定片６を妻垂木１
ａの下面に当接させて前枠２を仮置きし、このように前枠２を仮置きした状態で、前枠２
の固定片６を妻垂木１ａの下面にネジ４０で固定する。
　次に、中間の垂木１ｂの取付けを行う。中間の垂木１ｂは、後端部を垂木掛け２６に掛
け、図１４に示すように水平面内で回動させ、前端部に形成した逃がし溝４４に前枠２の
水返し片８を挿入し、水返し片８を逃がし溝４４内の係止部４５に係止して垂木１ｂを仮
置きし、前枠２の固定片６を垂木１ｂの下面にネジ４０で固定する。その後、垂木１ｂを
垂木固定金具１１で移動桁９の円弧状部１６に固定する。
　次に、垂木１ａ，１ｂ，…間に中骨２８を取付け、垂木１ａ，１ｂ，…間の上部に屋根
パネル２７を取付ける。屋根パネル２７は、後端部を垂木掛け２６に挿入してから、前端
部を前枠２のパネル押え片３９の下に挿入する。このとき、屋根パネル２７の前縁をパネ
ル押え片３９に設けてあるくぼみ４３に合わせることで、目視にて屋根パネル２７の位置
決めと歪みの矯正が行え、屋根パネル２７を所定の位置に正確に取付けることができる。
　その後、各垂木１ａ，１ｂ，…上にパネル押え３１を取付け、屋根パネル２７を固定す
る。
【００２４】
　以上に述べたように本簡易構造物の製造方法は、前枠２の水返し片８を妻垂木１ａの逃
がし溝４に挿入しつつ、前枠２の被係止部７を前枠引っ掛け金具３の係止部５に係止して
、前枠２を被係止部７を支点に回動し、固定片６を妻垂木１ａの下面に当接させることで
、前枠２を仮置きできるので、前枠２を手で持ちながらネジ孔を開けたりしなくてよいた
め、施工性が良い。また、妻垂木１ａの逃がし溝４は、前枠２の水返し片８を逃がすだけ
でよいため、逃がし溝４の形状を単純にでき、加工も容易である。前枠２の水返し片８を
妻垂木１ａの逃がし溝４に挿入していることで、水仕舞いが良好である。
　前枠引っ掛け金具３は、妻垂木１ａの逃がし溝４内に設けてあり、係止部５が逃がし溝
４から前方に突出しているため、前枠２の水返し片８を妻垂木１ａの逃がし溝４に挿入し
つつ、前枠２の被係止部７を前枠引っ掛け金具３の係止部５に係止させるのが容易であり
、また前枠２の仮置き状態も安定する。
　さらに、中間の垂木１ｂは前端部に前枠２の水返し片８の逃がし溝４４を有すると共に
、逃がし溝４４に水返し片８が係止する係止部４５を設けたので、中間の垂木１ｂの前端
部の前枠２との固定も容易である。
　妻垂木１ａと前枠２とを金具（前枠引っ掛け金具３）で固定しているので丈夫であり、
前枠２の被係止部７は、上壁４１の下面に前向きに傾斜して突設され、上壁４１と被係止
部７との間に前枠引っ掛け金具３の係止部５を係止することで、前枠２の回転を規制して
前枠２を強固に取付けできる。
【００２５】
　また本簡易構造物は、移動桁９が前壁１２と後壁１３と底壁１４とからなる本体部１５
と、本体部１５の上方に位置し垂木１ａ，１ｂを受ける円弧状部１６とが一体に設けてあ
り、円弧状部１６の一箇所に固定具保持溝１７が設けてあり、垂木固定金具１１，４７の
垂木係合部１８を垂木１ａ，１ｂに係合すると共に当接部１９を移動桁９の円弧状部１６
に当接し、当接部１９に形成した前後方向の長孔２０に挿入した固定具（ボルト２１）で
移動桁９の固定具保持溝１７に固定したので、従来のように桁を回動させる必要がなく、
桁の前後位置によって溝を選択する必要もないため、施工性が向上する。また、移動桁９
の円弧状部１６の直径を本体部１５の前後寸法よりも小さくしたことで、固定具保持溝１
７が一箇所しかないにもかかわらず、垂木固定金具１１，４７の前後方向の長孔２０の長
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さを短くすることができ、これにより垂木１ａ，１ｂの固定強度が高められる。また、円
弧状部１６の直径を本体部１５の前後寸法より小さくしたことで、固定具保持溝１７を一
箇所にしても広範囲の屋根角度に対応できる。
　また本簡易構造物は、移動桁９の端部キャップ１０に円弧状部１６よりも外周に張り出
すフィン２２を有することで、垂木（妻垂木１ａ）を移動桁９上に載置・固定する際に、
垂木１ａが移動桁９上から落下するのを防止できるので、施工性が向上する。また、横か
ら見たときに端部キャップ１０のフィン２２により、移動桁９の本体部１５の前後寸法よ
りも直径を小さくした円弧状部１６が隠れるため、意匠性を向上できる。
【００２６】
　図１５は、本発明に係る簡易構造物の他の実施形態を示している。本実施形態のものは
、垂木１ａ，１ｂが湾曲部を有しないまっすぐなものであり、屋根２５がフラットになっ
ている。移動桁９や前枠２は先に説明した実施形態と同じものを使用している。
　本実施形態の簡易構造物も、先に説明した実施形態と同様に、前枠２の水返し片８を妻
垂木１ａの逃がし溝４に挿入しつつ、前枠２の被係止部７を前枠引っ掛け金具３の係止部
５に係止して、前枠２を被係止部７を支点に回動し、固定片６を妻垂木１ａの下面に当接
させることで、前枠２を仮置きできる（図１６参照）。図１６（ａ）に示すように、前枠
２に被係止部７が前向きに傾斜して設けてあることで、前枠２を妻垂木１ａに挿入・係止
させるのが容易である。
【００２７】
　図１７，１８は、本発明に係る簡易構造物の変形例であって、先に説明した簡易構造物
を横に連結したものを示している。屋根２５はＲ型のもの、フラットなもののどちらでも
よい。
　移動桁９と前枠２は、中空部内に挿入したスリーブ６１を介して長手方向に２本連結し
て構成してある。屋根２５は、左右方向の中央部に連結垂木１ｃが設けられ、左右両端の
妻垂木１ａ，１ａに加え連結垂木１ｃにも前枠引っ掛け金具３を取付け、前枠２を左右両
端部と中央部の三カ所の前枠引っ掛け金具３に係止して仮置きできるようにしている。
【００２８】
　本発明は以上に述べた実施形態に限定されない。本発明の簡易構造物は、２階のバルコ
ニー等に設置することもでき、移動桁及び支柱を前後に移動できることで、バルコニー等
への設置が容易である。前枠引っ掛け金具の形状、材質等は、適宜変更することができる
。移動桁の円弧状部の直径を本体部の前後寸法に対してどの程度小さくするかは特に限定
されないが、垂木固定金具の前後方向の長孔を十分短くでき、且つ垂木が移動桁の本体部
と干渉しなければよい。本発明は、テラス等の建物の外壁に付けて施工されるものに限ら
ず、カーポート等の自立型の簡易構造物にも適用できる。
【符号の説明】
【００２９】
　１ａ　妻垂木（垂木）
　１ｂ　中間の垂木（垂木）
　１ｃ　連結垂木（垂木）
　２　前枠
　３　前枠引っ掛け金具
　４　逃がし溝
　５　係止部
　６　固定片
　７　被係止部
　８　水返し片
　９　移動桁
　１０　端部キャップ
　１１　垂木固定金具
　１２　前壁
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　１３　後壁
　１４　底壁
　１５　本体部
　１６　円弧状部
　１７　固定具保持溝
　１８　垂木係合部
　１９　当接部
　２０　長孔
　２１　ボルト（固定具）
　２２　フィン
　４７　妻垂木固定金具（垂木固定金具）

【図１】 【図２】
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【図１３】 【図１４】
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